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濃度， r 線量 l乙最適量のあることを見出しているほか，反応過程を考察しその機構解明につとめ
ている。すなわち水の放射線分解で生じたH または水和電子が試料酸に作用して遊離基をつくり，
OH がアンモニアに作用して NH2 をつくり，乙れらが付加してアミノ化する過程を示した。 乙
れについては ESR 法による遊離基の証明と， OH を Iーによって捕捉することによって反応速
度が低下する事実とで確かめている。








そのため NOs- を添加すれば αーケトグノレタノレ酸よりのク勺レタミン酸の生成が:90%減じ， 水和
電子が大部分参与していたことが知られ，かつアリノレアノレコーノレでHを捕捉するとアミノ酸の収
率が10%下り Hが 1 割参与していたことが確められた。 また NH3 より遊離基 NH2 を生ずる
OH は， KI または HCOONa によっても捕捉することができ， アミノ化が阻止されるところか
らケト酸の還元アミノ化の機構を明かにした。











となり， 一方アンモニアが OH によって遊離基 NH2 を生じ， これら両遊離基の付加の過程を
とることを明かにした。
このように生体内反応や触媒によらず，アミノ酸を生成しかっ機構を明かにしたことは放射線
工学に貢献するところが大である。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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